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B本学術会議だより λ~.9 

第13期最後の総会終わる
一「国際間の科学技術協力と研究の自由について(声明)Jを採択一

昭和63年5月 日本学術会議広報委員会
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H本学術会議は. 4 H201:1から 4H221:1まで第104[yl総会を開催し. rl耳l際聞の科学技術協力と研究の自由に

ついて(声明)J を決議するとともに. 4件の勧告・姿望・比解を採択しました。
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総会報告

総会第 1日目(4月20日)，の午前中には，会長からの経

過報告.各部・諸委員会報告に続き.勧告・要望等6つの

提案がなされ.同日午後の各部会での審議を経た上で.第

2日目 (21日)の午前中にニれらの 6件が可決された。そ

の後さらに11'牛の追加提案が行われ.同日午後これが可決

きれた。第3日目 (22日)午前は特別委員会が，午後には

常置委員会が開催された。

なお.総会前日の19日午前には連合部会が開催されて前

記の6案件の予備的な説明・質疑が行われ，またその午後

には各部会が開催された。

第1日目午前。 61'牛の提案につきそれぞれ提案説明が行

われた後.質疑応答が行われた。午後.各部会を開催。

第2日目午前。まず.前日提案された「日本学術会議会

則の一部を改正する規則の制定についてJ. r日本学術会議

の運営の細則に関する内視の一部改正について」が賛成多

数で採択された.第 l常置委員会で審議を重ねてきたこれ

ら会則・内規の改正は.())副会長世話筏当研連のうち 6研
i皇を関係部へ移行きせ.残リの12研速を副会長枠として存

続させること等に伴う措置を決めたものと. (2)現存する 6

国際協力事業専門委員会のうち.第14期にも引き続き存続

させる 3専門委員会に関する措置を決めたものとである。

このことに関連して.研i生活動の活性化に関して活発な発

~j"が行わ il t.ニ a
ikに第4部提案の「太陽地球系エネルギ一国際協同研究

計画(STEP)の実施についてJ (勧告人同じく第 4部提案

の「国立地図学博物館(仮称)の設立についてJ (勧告人

さらに第5常置委員会提案の「大学等における学術諸分野

の研究情報活動の推進についてJ (要望)が.いずれも賛成

多数で係択された。続いて.第6常置委員会提案の「我が

図の国際学術交流の在リガについての日本学術会議の見

解」が.これも賛成多数で係択された。

その後会長より「国際聞の科学技術協力と研究の自由に

ついて(声明)一日米科学技術協力協定の改定に当たヮて

ー」が追加提案された。ニれは. 日米科学技術協力協定の

改定が行われようとしているに当たリ.目 Ff云えられてい

るその内容について憂慮すべき点があるというので.19日

午後及び20日午後の各部会での討議を経て.そのおおよそ

の見解の一致を踏まえて，会長が総会に提案したものであ

る.この提案を受けて，この声明を出すことは時機を得た

ことであるとしながらも.文章表現に関しては質問・意見

が多〈出された。

第2日目午後。午前の審議に引き続き.一部の文章表現

に関する修正案が数名の会員から提示され.採決の結果原

案を一部修正したものが賛成多数で採択された。なお，総

会で係択された前記勧告・要望は22日午後内閣総理大臣に

提出され関係諸機関等に送付された. (これらの勧告・要

望・見解・声明の慨要は別項所載のとおりであり，詳細は

日本学術会議月報5月号を参照されたい。)

国際聞の科学技術協力と研究の自由について(声明)
一日米科学技術協力協定の改定に当たってー

最近，日米両国政府間で大筋が合意された「日米科学技

術協力協定」の改定について.目下伝えられる内容に関し

ては憂慮すべき点が少な〈ない。

日本学術会議は.さきに「科学者憲章J (声明). r科学の

国際協力についての日本学術会議の見解」を採択し.科学

者の責務と学術の国際交流に当たっての基本的な原則を明

らかにした(この部分は本文を簡略化した)。

二国聞の学術交流は.相手国の固有の事情があるにして

も.上述の日本学術会議が宣明した全世界的な学術交流の

原則と相容れない内容を含むものであってはならない。全

世界的立場と個別の二国間協定の立場とには差異がありう

るにせよ，いかなる場合にも自由な研究交流，成果の公開と

いうた基本原則はかたく守られなければならないと考える.

今回の「日米科学技術協力協定」の改定は「安全保障J.

「知的所有権」の問題を包含すると伝えられているが，こ

のことによって科学者の研究・発表の自由，科学者の身分

保障などが実質的に制約される恐れがある.したがって，

協定の具体的内容の決定に当たっては.慎重な配慮が必要

である。

われわれは日米科学技術協力協定」の改定に当たう

て.本会議が明らかにしてきた上述の諸原則の精神を最大

限に尊重することを強〈要望するものである。

この種の科学技術協力に関する国際的取径のについては.

事前に広〈科学者の意.見を聴取すべきものであると考える。

太陽地球系エネルギ一国際協同研究計画
(STEP)の実施について(勧告)

暗黒の宇宙空間に浮かぶ青いルビーのように光る地球が，

我々にとってかけがえのない惑星て'あることが.理解され

るようになったのは. 20世紀の科学研究の最大の成果の 1

つである.宇宙空間に浮かぶ我が惑星，地球には，太陽か

らの紫外線や太陽風プラス:'7が絶えず縫っていて.絶妙な

エネルギーバランスを保ちつつ，地球の電磁圏や中間圏.
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成層圏を11'ゥている。しかしニのンステムには，未だ多くの

謎が残されていて.この謎の底解Ij:宇宙空間の基礎物理の

理解とともに永続的な地球環境変化の浬解の基礎ともな勺

ている。したが勺て国際太陽地球系物理学・科学委員会

(SCOSTEP)は， I引際科学i童fT会議(JCSU)の本訟を得て，

太陽地球系エネルギ一国際協 I~J研究 ISolar Terrestrial 

Energy Program: STEP) ~f 闘を立て， 1990-19951ドの 6

か年間にわたりその実施を行うよう.各国に要請している。

本研究;lf・匝iでは，太陽から.地球成層圏にわたる司令領

域について.それをーつのシステムととらえ，そこに展開

する電磁現象.プラズ7 現象，J，えび化学現象について.現

象の変動のみならず.エネルギー伝播の変化も合わせ.定

量的に究明するこ Eを目指している。我が闘でも本I司際協

同研究計l商を実総すべく，今1"1，第1041，，111本学術会議総会

において.政府に対する勧告が出された。

「国立地図学博物館J (仮称)の設立
について(勧告)

国際社会における日本の役書IJと責任とが高まるにつれて.

それぞれの国情，民族性.地域的生活様式に却した適切な

対応を行う必要がある。そのためには国単位のみなら

ず，主要な行政区域が大都市l習というた主要地域ごとに.

J析しい詳細な地f里情報を組織的.継続的かっ迅速(I(J般に収

集し整尽力日工して，一般の需要に応える体制作りは.焦

眉の急を要する国家的課題である。ここで言うところの地

理情報とは，微々な地域に問lして，その風ヒと住民.民族

と文化，人口と社会.生活と環境.資源と産業，集落と交

通，経済と政治などに関して.地図.空中写真.地上景観

写真，衛星画像等(地図・[匝i像情報)によって表現される

地表の空間的情報を意味する。とりわけ地表の地理的事

象を数学的.選択的，かつ記号的に表現した地図Jは.コ

ンビュータの支援によって，ますますその情報価値を高め

ている。

ここに勧告する「国立地図学博物館J I仮称)は，主とし

て諸外国の地図，画像情報の収集，整理，保存を行い，関

連する地域情報を加えて，地理情報のデータ・ベース化の

手法や図的解析法.表現法，手IJ用の高度化.地図発達史等

に関する研究を行い，動的 ~i:体的な展示方法を駆使して.

広〈国民の国際知識の極養.地域研究，学術文化，政治行

政.経済活動等に寄与し，さらに，悶内及び国際的地域情

報のセンターとしても基幹的な役割を演じ.国内外の関連

機関と密接に提携して.地理情報の相互補完的及ぴ相乗的

価値を高めることを目指すものである。

大学等における学術諸分野の研究情報活動の
推進について(要望)

高度情報化社会に即応した新しい手段により，学術研究

の基礎的情報・資料を整備すること.情報・資料や研究成

果を全国的・[詞際的に流通きせることが.学術のすべての

分野を通じて強〈要望きれている。これらの推進のために.

近年，文献資料センター，データ資料センターの懸備学

術情報センター」の設立，データベース作成の支援などが

行われ，その環境はかなり盤備されてきた。

これらの環境を基盤として.それを強力に補完するもの

こそ，個々の専門分野での研究情報活動である。このため，

国公私立大学等て1 国際協力を念頭に置きつつ，それぞれ

特色を持つ領域を単位として，情報・資料を整備し，その

分野での研究成果を提供する組織の設置と方法の推進とと

もに学術情報センター」のネソトワークなどを通じて，全

|主l的・ l引際的に流通させる1本市1Iの強化が急務であると考え

る。このために，下記のような体制の確立を要望する。

111専門分野耳IJに研究情報センターを設置すること。 (2)大

学等の既存の諸機関(文献資料センタ一等)における研究

情報活動を推進すること。 (3)f問日Ij的なテータベース・知識

ベースのfhSc:と新規のデータ処理方法の開発を助成するこ

と。 141i学術情報センター」の紘充を図るニと。 (5)大学等

とそれ以外の機関 ('1¥公Ij'. .''f・・協会をf'iむ)との情報の

流j凶をfIJi'li'iIニすること

我が国の国際学術交流の在り方についての
日本学術会議の見解

学術の問題は国際的悦点を外して考えることはできない。

日本学術会議は，昭和36'1'10rl2i日第34回総会にお¥，て「科

学の国際協力についての日本学術会議の見解」を係択し.

科学の国際協力は， (1)'何日への貢献を目的とすべきこと.

(2)全世界的であるべきこと， 131自主性を重んずべきこと.

(4)科学者の聞で対等に行われるべきこと" (5)成果l立公開き

れるべきことの 5原則を明らかにした。この見解は.闘|禁

学術I交流にむける一般的!点目IJを示すもので，今日において

も尊重されるべきものである。

この見解表明から四半1M紀を経て， I司際中術交流を取り

巻〈環境の変化は急速にj並んでいる。その変化の速度は今

後更に顕普ーになると思われる。 Lかし. このような著しい

変化の中で.国際学術交流に付する我が同の人的.市IJ度的.

財政的対応は必ずしも満足すべき状態にはな L、。今回の見

解は.こうした状況を踏まえ， .f~が同の国際学術I交流は今

後一層償極的かつ能動的な姿勢へ転検きせることの重要性

を指摘し，次のとおり，人の問題.国際交流の進め方の問

題.組織の問題の三つの面て1 新しい姿勢に見合巧た改車

を進めて行くことの必要性を表明している。

(J) 人的交流の促進と大学・研究機関のl玉l際的開放

121 学術研究活動の世界的展開

① 国際的学術機関の活動への積極的参加

② |到際的研究70ロジェクトの策定と遂行

③ 二国間・地域開学術交流

(3) r司際'芋術ネソトワークの確立

全国学術研究団体総覧(1988)

学術研究凶体調査の結果をもとに，我が閣の学術研究凶

体1236団体が分野号IJに，また大学関係学会等一覧が収録さ

れています。[日本学術会議事務局監修・附LI本学術協力財

団編集・ 6500円・郵送料350ドJl

※本総覧は.全国の政府刊行物サービスセンターで販売。

日本の学術研究動向(昭和63年4月)

人文・社会科学及び自然科学を網羅した科学者から成る

H本学術会議において.全学問分野にわたり，学術研究の

動向の現状分析とその展望を行い，その成果を取りまとめ

たもの。[日本学術会議・例日本学術協力財団発行・5000円・

郵送料300円]

※本資料は，担割日本学術協力財団で取り扱ゥています。

御意見・お問い合わせ等がありましたら下記まで

お寄せください.

干106 港区六本木 7-22-34

日本学術会議広報委員会電話 03 (403) 6291 



賛助 会員

191 

ー--'、，‘--.J、，、ー-̂"'- ----'"‘・・・園、r、-

北海道栽培漁業振興公社 060札幌市中央区北4条西6丁目 毎日札幌会館内

阿寒観光汽船株式会社 085-04北海道阿寒郡阿寒町字阿寒湖畔

有限会社 シロク商会 260千葉市春日1-12-9-103

海藻資源開発株式会社 160東京都新宿区新宿1-29-8 財団法人公衆衛生ピル内

協和醗酵工業株式会社研究開発本部商品開発部センター

100東京都千代田区大手町1-6-1 大手町ピル

全国海苔貝類漁業協同組合連合会 108東京都港区高輪2-16-5

K.K. 白寿保健科学研究所・原岡邦 173東京都板橋区大山東町32-17

有限会社浜野顕微鏡 113東京都文京区本郷5-25-18

株式会社ヤクルト本社研究所 189東京都国立市谷保1769

山本海苔研究所 143東京都大田区大森東5-2-12

弘学出版株式会社森田悦郎 214JII崎市多摩区南生田6-16-12

岡崎真珠株式会社田崎海洋生物研究所 779-23徳島県海部郡日和佐町外ノ牟井

神協産業株式会社 742-15山口県熊毛郡田布施町波野962-1

理研食品株式会社 985宮城県多賀城市宮内 2丁目 5番60号

ー-.，. ，--̂'、.



海藻を総括的に論じた待望の書グ

海藻資源養殖学|
得、国 庫 大野 正夫 小河久朗著
(~t);': )( .. ;:・ I~~，，;:: ;'il;) (I~'，'j );11)ぐ ;:: J;~";:: ;';1;) ( ~~北 J、Ji e U2・;::iiI;)

海部の資源や誌舶について初めて総抗的

に取揚げた符望の7lj:。 ノリを'.Miめとする11市|

々の海藻養舶の現状と将*Jl~~{から、品6J易

造成、 利川 j去、 海外での益舶、新 しい iliJ}~'~

の養先I'j法、新JIJl栴形成の引状まで、実に IVl，i

広L、観点から論 じ尽した海謀人I"Jのik之版。

研究者 ・ 学生 ・ 養高fl ;長 fiの割引、~却に!必え

て遂に.riJ行.グ

s 51~1 I .~~ 11 ~2 4 U 

本文354U f・1・JIj，¥1i集

定価5.500円 (送350円)

1 .地味付:態系と i1リ議 II . i'tli泌の

'1 :fi Jj;:U~~~ 111. i11)~ ~誌の利 )IJ IV.III: 

wのi 11n;~6Wi'Jí (!:.' I :I ，iU，: V.JJUI:の

i1リ必1!を111'( 1V. i.単J劫j主IJl( Vll. i11j外

のi11)~ i足長タ11'(のJJ~状 四 jM Ut-養殖の

;1守米と Jl五日!

〒171}服部盟島区池袋 2-14 池袋間口 スカイビル ，机念草 豊島 吉宮

古 版売03-590-4441(，ll) 振啓/ 点京4-2758・6-80496 府 亦 不 幸吉 右方

最先端と素敵な出合
データベースでダイナミ ックプリンテイングコミュニケーション

富士通 11t..-圃11
OASYS~\ I 圃・・圃~\

NEC L，/正請1~ L，/ 
P(-9ω v厚塑塑噛 V 

入 力装置
ドッド文字 富士通 NEC

9450シ』一文 同，.9卸 l

生まれかわるデータベース

国自i
美ししミ

文 字

会員管理・名簿管理・調査票発送・集計・印刷・請求・販売促進・検索

白血印刷出版跡式会祉
-本社 〒553大阪市福島区吉野 1丁目 2番 7号/TEL06守 44ト6594({Q

・電算室 〒553大阪市福島区吉野 1丁目 3番18号



E国
自然の中の藻類のr生きている姿」を知るために

藻類の生態出錦繍 A5判 640頁

定価12800円(干400円)

1 水界生態系における部獄の役割-fi・賀村i勝*2 水界環境とt篠宮ifiの生産ー雌凶善彦*3 務

績の生活圃一秋山優 *4 海洋植物プランクトンの生産生態ー有貨祐勝 *5 湖沼における.fil'(

物プランクトンの生産と動態ー坂本光*6 ドi然界における泌類の窒素代謝ー初回英太郎*

7 植物プランクトンの非常柄娘一飯塚昭二*8 海藻の分布と環境要l却ー横浜康継*9 河

川底生藻~iの生態一小林弘 *10 汽水域の様車tiの生態一大野正夫*11 土壌緩まJiの生態一秋山

i愛*12 毎氷中の秘史Jiの生態-h!.{l'孝男*13 様矧と水界動物の相互作用一成田哲也*14 棋

のパソジーン一山本鈴子*15 泌矧の制胞外代謝生産物とその生態的役割一大和田紘一*16 様

矧の生活史と生態ー中原紘之*17 縦覧(i群集の構造と多様性-:i(月欣二 為寧:末に拘ー械の多

数の文献は読者にとって員・重な資料となろう。

シートでみる種の同定・分類

淡水藻類写真集

山岸高旺・秋山優編集
85判・各100シート・ルーズリーフ式

第1巻・第2巻 定価4000円
発売中

第S巻・第4巻 定価5000円干350

生物学史展望
弁上清恒箸 五千年にわたる生物学の流れを追い，
各時代の特質を浮彫にする。分子の世界にまで進ん
だ生物学の立場を考えるために好適。定価4800円

回想のモーリッシュ
ーある自然科学者の人間像ー

渋谷章 著 日本の植物学界に大きな足跡、を残し
た自然科学者の生涯をたどる労作。 定価1800円

南 の動物誌

第5巻(10月刊) 以下継続

日本淡水藻図鑑
鹿瀬弘幸骨・山岸高旺編 日本ではじめて創られた
本格的な図鑑。淡水縦覧'iの研究者や水に関係する
方々にとっては段重な文献である。定価36.000円

藻 類 学総 説
鹿瀬弘幸著 i築費itiの分量i1iと形態を重点に置いて.
克明な図により丁事に解説する。 定価10000円

植 物組織学
一熱帯森林に生きるー 猪野俊平箸純物組織学の定義・内容・発達史から

渡辺弘之著 熱帯森林を専攻する若者が，熱借地域 研究方法を幅広く詳述した唯一の書。定価15000円

の動縞物の生活を写真を中心lこ語る。定価1300円

世界の珍草奇木
一植物に見る生命の神秘

川崎勉著 自然界の重要な仲間組物群，強い生命

近 刊

河川の珪藻 B5判

小林弘著

内田老鶴園
東京・文京区大塚 3-34-3/Tel 03-945-6781 

高地植物学

山歩きアラカルト
一自然の探索ノートー

柴田治箸 山劉'をたのしく歩くための心得帳。
とくに山の医学は知っていて便利。 定価1300円
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学会出版 物

下記の出版物をど希望の方IC頒布致しますので，学会事務局までお申 し込み下さい。 (価格は送料を含む〕

1. I藻類」パック ナンバ一 価格，会員各号1，750円， 非会員各号3，000円，30巻 4号(創立30周年記念糟

大号， 1-30巻索引付)のみ会員 5，000円，非会員 7，000円，欠号 1-2号 4巻 1. 3号 5巻 1- 2号，

6-9巻全号。

2. I藻類J索引 iー10巻，価格，会員 1，500円，非会員 2，000円， 11-20巻，会員2，000円，非会員3，000円，

創立30周年記念「藻類J索引， 1 -30巻，会員 3，000円，非会員 4，000円。

3. 山田幸男先生追悼号 藻類25巻増補. 1977. A5版， xxviii+418頁.山田先生の遺影 ・経歴 ・業績一覧・

追悼文及び内外の藻類学者より寄稿された論文50編 (英文26，和文24)を掲載.価格 7，000円。

4. 日米科学セミナー記録 Contributions to the systernatics of thc bcnthic rnarine algae of the North 

Pacific. 1. A. Abbott・黒木宗尚共編。1972.B 5版，xiv+280頁， 6図版.昭和46年 8月IC札幌で関催された北

太平洋産海藻IC関する日米科学セ ミナーの記録で，20編の研究報告(英文)を掲載。価格 4，000円。

5. 北海道周辺のコンブ類と最近の増養殖学的研究 1977.B5版， 65頁。 昭和49年 9月lζ札幌で行なわれた

日本藻類学会主催 「コンブIC関する講演会」の記録。 4論文と討論の要旨。価絡 1，000円。

Publications of the Society 

1 nquiries concerni時 copicsof the following publications should bc scnt to the.J apanese Society of Phycology， 
c/o Division of Tropical Agriculture， Faculty of Agriculture， Kyoto University， Kitashirakawa・
oiwakecho， Sakyo・ku，Kyoto， 606 Japan. 

1. Back nwnbers of the Japanese Journal of Phycology (Vols. 1-28， Bulletin of Japanesc Society of 
Phycology). Price， 2，000 Yen per issue for membcr， or 3，500 Yen per issuc for non member， pricc of Vol. 30， 
No. 4 (30th Anniversary Issuc)， with cumulative index (Vols. 1-30)， 6，000 Ycn for member， or 7，500 Yen for 
non membcr. Lack: Vol. 1， Nos目 1-2;Vol. 4， Nos. 1， 3; Vol. .1， Nos. 1-2; Vol. 6-Vol. 9， Nos. 1-3 (incl. 
postage， surface mail) 

2. Index of the BuUetin of japanese Society of Phycology. Vol. 1 (1953)-Vol. 10 (1962) Price 
2，000 Yen for member， 2，500 Yen for non mcmbcr， Vol. II (1 963)-Vol. 20 (1972). Price 3，000 Yen for membcr， 
4，000 Yen for non mcmber. Vol. 1 (1953)ーVol.30 (1982). Price 4，000 Ycn for membcr， 5，000 Ycn for non 
member (incl. postage， surfacc mail). 

3. A Mernorial Issue Honouring the late Professor Yukio Yarnada (Supplement to Volume 25， the 
Bulletin of Japanese Society of Phycology). 1977. xxviii+418 pages. This issue includes 50 articles (26 in 
English， 24 in .Japanesc with English summary) on phycology， with photographics and list of publications of 

【helate Professor Yukio YAMADA. y 8，500 (incl. postaeg， sllrface mail) 
4. Contributions to the Systernatics of the Benthic Marine A1gae of the North Pacific. Edited 

by I.A ABBOTT and M. KUROGI， 1972. xiv+280 pages， 6 platcs. Twcnty papers followcd by discussions arc 
included， which were presented in the U.S.-Japan Seminar on the North Pacific bcnthic mari n ~ algae， hcld in 
Sapporo， J apan， August 13ー16，1971. Y 5，000 (incl. postage， surfacc mail). 

5. Recent Studies on the Cultivation of Loninaria in Hokkaido (in Japanese). 1977.65 pagcs 
Four papers followed by discussions arc included， which were prcscnted in a symposium on Laminaria， sponsored 
by the Socicty， held in Sapporo， Septcmbcr 1974. Y 1，200 (incl. postagc， surface mail) 
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